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鑑定とは?

各分野の平P」雰が有する可P]的な学識や経験を 裁 判官が事件について

判断する障に役立てるための手続です

■

コ参考 i鑑定人に配慮した鑑定手続の改善…………………

子蔵 15年 の最ままま送事の｀FIょ o 鶴 定手続は よ り塔定人に自摩した形に奏わ0ま した

Er的 なま言Xイ ント=つしに ま 末 え0「 篤定人に巳はした鑑定手規0ま Jを 御車くたさい
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キヤ人になら,る方のために
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鑑定人とは?

公 にな ,嘱 てrt定を竹う人です

鑑定人は 専円的な学融 経 験を有し かつ 社会的にも信頼されている専円事の方々の

中わヽう 却 FFがな騒します

鑑定人には 争っている当事者のどう,tv―力分制に立つのではなく 中立 な正恵第二吉trJ

立場お 守 月的な享霞 増顔に基づいて億定を行,ていたた=ま す

る疋綺果は 鑑定人御自身の=こ で出していたださますが 鑑定ヤ業擁 に_rわ せた

,他 り評 均ヨの言見を喜者こすることはをし支えありません
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十 医 学 建 策ヤ 隆 ほTヤ 等 (ヽちいちな“P,)Pyか‖1国となる抵刊か晴

1 加 しています
ヽ
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このよう志ヽr,的な学巨 経 験を必霞とする似劇てい 秘削承み育P5的な知戴を掲teするた

め 阜常に 予門的な学露 経 験ZE石する慮定大を基fIして激判に関与していただくことBH

要にな0ます し かし 長瞬〔は ほ々を硬自がう (京にの 臨 定人に配慎した鑑定手続の改

Pfl寄 ■)専 円豪の方こ鑑定をなかなが,さ 受けていただけないケースも5う 軽定栄み導

任に時間がかわヽ,そ のために観判が長期化してしまうこともあります

裁判所は こうした回題点の指構を貫剣に受lt■め そ Aそ れの分野の専用寄の方々がうも

意見を伺いなから よう快く鷺定をヨさ整けていただけるような田境」0こ 努めてさました

また 平成 15年 の輸 34‐特の改正によ0 こ うした問題に対処するための綻 輛 う改書

が図られています

…参考 :鑑定以夕|の事P日年の関5…
…………………………

ThiS年 のF■ キユ■rrJttEて01,された■P 申ヽ自"Fは  軍 FI市社DEIの 全EFヨ (亭■草■

II■コ^=)に おt モヽ 0」 所】●FI豆 十車FIミ■10ま 口,口 (itiて =●ようにする30そ 「

言F]三,十 ■|ヨⅢ■,■ ■い 1●=う いて|め ア■,,で に定人とⅢてt庁ョ小 iり ■分 |す■

Jの A斉 ■てあり ■ t ヨ 向t‐,本 'くヽて,■Ⅲ的■コリま,を まb●■■Ⅲのにi=ヨ  =0ま
HFぃ封こ二在 力すてまイい■て 鷺ミ末弾 と|モIF,



鑑定の手続は 一般に次のようになります
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:Ⅲ … …す° …  …  …  鑑 定事項等についての協議
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新判所と,合 !の 上 よ ,,i tttltま iに上Jし て(た さヽ ■ 事=に

よって, お 定0た民と 日 =「 F上 していtt(iと も■Ⅲます   …
 …

鑑定事項の決定

鑑定の採用決定及び鑑定人の指定
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一　
」めたの方る■らなこ大定鑑

新定事項について 鑑 定資料を基礎と

して 品定人のす問的な学講 経 験を

生かして検討 していただきます 裁 判

所力`ら送付 した鑑定資料以外の資料を

利用 した場合は そ のことを鑑定書に

明記してください.

また 鏡 定人が裁判に立ち会い 裁 判

官の許可の下 当 事者事に直lL質問す

ることもできます
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… ・鑑定書の提出

益定書丁提出され■低

転定人に=払 い!す
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ド………事件結果の道知

専Ⅲ】終了し■した, て =る じ,事 件の情

果 (却Ⅲ テF常等)の あらましを抑と格いた

し!=

鑑定書提出後の補足説明等

: … … ………………鑑定料の支払
_‐  ___ ,■ …

物

事宗によってよ 指 定書たH後  鑑 定書の

内書ヽlFれについi塙 定■ちたb 以 下り

よう十五FⅢ tす ること●fあり■す

3面 を提Hし て記切していitく こと

日頭てま剖し そ 4tについて ま 」官 彗

■者年わらゆ■lEl i●首テいたt(こ と

採定の結早ば 判 よtiる 上で三雲i意 喋

をたってい言■ので 倒 tJ力ください

車“邸"び 宮用者
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鑑定書はどのように作成するのてすか?

芸定書は 堤定お冥たまとめて訪+!所に記告する言由てす そ 定事項ことに お詩

`持 論==説 すt=う た要白とた記新してくにどtヽ

また 載切所ては 臨定置のフォーム例や法fE局市の々記草革=ロ ヨした 「そ定人

CD nOmJ を  初 じて露定人をヨ=賞 けてt たヽだいた方号にお頂ししています

喩 鑑定人は=載判所に必す行かなくてはならないのですか?

的  鑑 定を行つている間に,困つた点alぁったぅどうしたらよいですか?

茎本的には 馬 定洛実たと面 (筆定言)て提出していたた=ま す力i 必要力ある爆宮

1こよ 裁 判所に来てt たヽたいて 指 定首項専に曖する打合せにま加していたたいたり

□"て 鑑定書tr内告を綿足して説明t い たたいた0 裁 判目や当事者喜がらの鑑定持

完に間する宮間に回官していただいた0す ることヽあります

たに 彗 定人が 仕 事ようにてヽロカ`とれない 遠 方ににんている章めヨ情こよ0

事,こ 担当玲 裁判所 こ来ていたた(ことすてき`い いこは テ レピ会毒システムを利

用し 'レ ビ含ま芸曽コ設置されr.,寄 りの裁判所ヱは試|!所ll丼で晟半!テJ担 当と切

うる詢〒よう 回 四をにして説明 回 今することわiて=ま す (豆却 吉 照) 鑑 定事■

争の打合せてま円完全震システム研 J月七可iで す と に■(読判所にE潤 ヽくtさ しヽ

鑑定tう いて尿前■や不切な点よある場合 そ の他 御 質成専ようる塩合は ま 直

忘く裁判所に個自 =くたさい

=め  落 定人をヨ=ヨ けた経擦0あ る喜円まつ万与わらに来より塙れさ■てt たヽ間

題点を踏まえて コ i15年 の民魂 を与の改正によう 岳 定手続のrH章】口られて

います け 目す照)



も,人 に■5れ るヽ のために
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鑑定人に配慮した盤驚手続の改善

千成15年にF=訂 ■■ 規 則Ⅲま正■■ 岩 定■抗について ■ ⅢヨとしてOi定 人に

て,■したと言|｀̀さ れ言Li こ のよ正による岳定手続車言りヽイントまなのとおり(=

】破E前  石 Ⅲ改正査0な ■内吾|て す

I議 定人のRtBが大きい

●鑑定事項についての鑑定人と裁判所 当事者の協議

彗定人にいま='記 録一式を自 ,

毒定事長の窓旨が不"

塔定ヨ項の内書や岳定に必ヨrI草

‖について 鑑定人をまえてtr=

●蓋定人質問におするテレビ会議システムの利用範囲の拡大

テレビ合志システムのあるS■ ,

の或判所に出車雄

テレヒ誉岳システムの高る引予張 に

=fr口 章〕こt たヽままて可守

芝判ミカ 篤定人の意見をIIいた

■て ,」 tllEを決定

●鑑定書の提出期間の定め

長」即回が不コ整

Ⅱ置定人事間で不適切と軍間を受ける

■銘定人に対する質問事項 (補充鑑走事項)の事前由i

′
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手間前 iO同 事項lj知 らさ"な い
義刊所は 四価=Fを =bど 面に

ヨ戴した上 籍定人にヨ塙1と付

1堵 定人に対する覧間の順序

―m― 誉万まりため自,め 言見を

目うように述べ5れ ない
年に葛定人わ●J塙 的に□予説明

次に載+J長 当=吉 の Fて 宮h

|)鑑定人に対する質問の内容

鑑定意見の内奪 授型に年度派な

綿 チ空寺の“田

真口 よ輩定言,の 授料のに煮喜

のために行う官の規定を喜信



テレビ会議システムが利用できます
テレビ三日システムを利用した経定人の嘉負顧述は 8割 所向とを接続し 鑑 定人五

テレビ宮章芸軍″ある盛■りの国判所に出向いて行うほか 譲 判所よ相当と露める嬢所

てほ定人の動葛先喜)に テレビな煎芸EI査 置されている爆合に ■ の点所t■ 件を重

当する議判所を強掬して ほ 定人よ□騒党辱にいたままて行うことヽて8ま 曳

ヽま判HFとのコそ相二十:1莉諦 :4●SE工 ■■■■

,養 定Ⅲ 専 15分Bに 国わるヨいを 通 遍かつ通切に懐力していくためにチ■にこ奎な

漱貿どす 専 円景の方に 仰 首自の観党や騒嘉事で御ヨ忙どは有しますが ロ チ 鑑 定

の自要とを観理解いたたさ 議 切所の寓農に抑岳力いたた言ますよう杏臨いいたします
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